
中国地方の高規格幹線道路の現状と課題

平成２３年１１月８日

中国地方整備局 資
料
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○ 中国地方における高規格幹線道路の整備状況は約８割（山陰地方では約６割）。
○ 山陰道については約４割の整備状況であり、事業中箇所を含めても約６割の状況。

無料区間

新直轄区間
(無料区間)

有料区間

供用区間

凡　例

事業区間 計画区間

※計画区間のIC名については仮称

ひめじ とっとり

中国横断自動車道(姫路鳥取線)

44／52km 85％

おのみち まつえ

中国横断自動車道(尾道松江線)

45／137km 33％

資料/中国地方整備局（平成23年10月1日現在）

※山陰地方の整備率は、鳥取県・島根県内の区間を対象に算定

山陰道

134／380km 35％

路線名

供用済延長／計画延長 整備率

ひがしひろしまくれ

東広島呉自動車道

11／33km 33％

【中国地方における高規格幹線道路整備状況】
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①高規格幹線道路の整備状況
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○高規格ネットワークの整備の違いにより、地域によって移動サービスの程度が大きく異なる。
○山陰地方（鳥取県、島根県、山口県北部）で時間距離が大きくなっている。

※資料；H22道路交通センサスにおける混雑時旅行速度

※松江～山口間の所要時間は山陰道・国道９号経由としている。
※既設道路ネットワークを基準とした場合のイメージであり、都市間の所要時間と
位置関係については一部一致していない部分が存在する。

１．中国地方

②移動条件から見た国土のゆがみ（イメージ）

凡例

時間距離

地理的位置に見た
県庁所在地
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高規格幹線道路
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○島根県は高速道路整備の遅れから、県庁まで多大な所要時間を要する都市を抱えている。
○特に島根県益田市は、３時間４０分も要している。

島根県庁

山口県庁

岡山県庁

鳥取県庁

１．中国地方

③最遠都市（時間）から県庁所在地までの所要時間

境港市

益田市

津山市

福山市

岩国市

【中国地方における最遠都市から県庁所在地までの所要時間】
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▼高規格幹線道路
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○中国地方における貨物の輸出入先は アジアが主であり これらの多くは管内港湾を主に利用

１．中国地方

④中国地方の外貿コンテナ貨物輸送

○中国地方における貨物の輸出入先は、アジアが主であり、これらの多くは管内港湾を主に利用。
○欧米等向けの貨物は、既設道路ネットワークを利用し、主に神戸港等から輸出入されている。
○山陰側では、鳥取・島根両県が境港・浜田港を、「日本海側拠点港」の選定に名乗りを上げ、国際競争力強化を目指している。

【中国地方における外貿 【中国地方における外貿状況（輸出）】

（輸入）
原木（全国第３位）
木材チップ（全国第１０位）

中国・韓国航路

欧米・その他航路

1,542

1,224
鳥取県
4,235欧米・

その他航路

コンテナの輸出入状況 】
【中国地方における外貿状況（輸出）】

（中国地方で生産・消費されたものに限る）

木材チップ（全国第１０位）
（輸出）
完成自動車（中国第５位）

（輸入）

２００９港湾統計

欧米 その他航路
（欧州、北南米、アフリカ、オセアニア方面）

1,167

岡山県

島根県
1,651

×：通行支障トンネル

中国・

韓国航路
49.4%

アジア航路
22.4%

28.2%
輸出入計

616009
（フレートトン）

（輸入）
原木（全国第９位）

（輸出）
完成自動車（中国第４位）

２００９港湾統計

6,001

15,7771,650

19,100

広島県
7,469

中国地方の輸出入は、
アジアの割合が高い

【輸出入方面別の利用港湾】

6,478

8,622

10,069

3,846
6,848 6,4122,778

山口県
4,134

3,485

×：通行支障

トンネル

【輸出入方面別の利用港湾】
（中国地方で生産・消費されたものに限る）

アジアへの貨物は管内の
港湾を主に利用

18 7%

100%

中国地方

その他

アジア航路

2,828

6,848 6,412
1,287

,

資料／H20全国輸出入貨物物流調査
※単位はフレートトン（船積港指定）、陸上流動のみ対象
※1,000フレートトン以上を表示

：国際拠点港湾
18.7%

22.5%66.1%

39.9%

18.7%

40%

60%

80%
中国地方
の港湾

九州地方
の港湾

： 国際物流基幹ネットワーク

4

アジア航路
（台湾、香港、シンガポール、インド、中東方面）

：重要港湾

19.8%

39.2%
56.6%13.2%
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： 自動車専用道路

： 直轄国道
：国際コンテナ
通行支障区間
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昭和54年10月 豪雨
（鳥取県鳥取市）

平成21年7月 中国・九州北部豪雨
（山口県防府市）

平成17年9月 台風14号
（山陽道：山口県岩国市）

過去の主な土砂災害・水害過去の主な土砂災害・水害

水害
土砂災害

出典：都道府県別土砂災害危険箇所（国土交通省 砂防部）

※土砂災害危険箇所とは、土石流危険渓流等、急傾斜地崩壊危
険箇所等、地すべり危険箇所の合計値

※土石流危険渓流等、急傾斜地崩壊危険箇所等は、H14公表値
※地すべり危険箇所は、H10公表値

平成11年6月 豪雨
（広島市佐伯区）

100箇所未満

100箇所以上500箇所未満

500箇所以上

凡例（土砂災害危険箇所）

昭和58年7月 豪雨
（江の川：島根県江津市）

平成47年7月 豪雨
（島根県出雲市）

平成18年7月 豪雨
（島根県松江市）

平成17年9月 台風14号
（太田川：広島市安芸大田町）

平成22年7月 豪雨
（広島県庄原市）

土砂災害危険箇所土砂災害危険箇所（シェア）（シェア）

中部

17.4%

近畿

15.6%

中国

18.0%

四国

10.1%

沖縄

0.2%

北海道

2.3%

関東

8.4%

東北

8.9%
九州

19.0%

全国計
525,307

箇所

順位順位 都道府県都道府県 箇所数箇所数

都道府県別都道府県別
土砂災害危険箇所数土砂災害危険箇所数

１１ 広島県広島県 31,98731,987
２２ 島根県島根県 22,29622,296
３３ 山口県山口県 22,24822,248

2020 岡山県岡山県 11,99911,999

3636 鳥取県鳥取県 6,1686,168

平成11年9月 台風18号
（広島港：広島市中区）

昭和47年7月 豪雨
（広島県三次市）

○土砂災害危険箇所数は、広島県、島根県、山口県が全国の上位３位を占めている。

１．中国地方

⑤中国地方の土砂災害・水害

平成22年7月 豪雨
（山口県萩市）
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3%

0%

0%

0%
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0%
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鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

中国5県

0～30分 30～60分 60～90分 90分～

○高規格道路の整備が進み、第３次医療施設も充実している県庁所在地や主要都市部では、60分圏域内と
なっている。

○広島県備北地域や山口県北部、島根県西部地域では、60分以上かかる地域が多い状況である。

※第３次医療施設は、H23.4時点の指定施設
※高規格道路網は、H23.10末時点
※速度は規制速度

〔各県・中国5県における圏域時間毎の人口割合〕

※島嶼部は含まない ※人口はH17国勢調査時点

１．中国地方

⑥第３次医療施設へのアクセス

第３次医療施設（H12以前）

第３次医療施設（H12以降）

第３次医療施設への所要時間
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島根県

山口県

広島県

岡山県

鳥取県

広島空港

米子空港

鳥取空港
出雲空港

萩・石見空港

山口宇部空港

6

下関

美祢

長門
萩

山口

津和野

岩国

廿日市

広島

呉

尾道

大田

出雲

松江

安来

境港

大山

真庭

倉吉 鳥取

岡山

倉敷

福山

秋芳洞等
湯田温泉等

青梅島等
松陰神社等

津和野散策等

赤間神宮等

錦帯橋等

石見銀山等
（世界遺産）

出雲大社等

呉・大和
ミュージアム

等

厳島神社等
（世界遺産）

原爆ドーム等
（世界遺産）

千光寺等 鞆の浦等

玉造温泉等

足立美術館等

水木しげるロード等

大山温泉等 はわい温泉等 鳥取砂丘等

蒜山高原等

後楽園等

倉敷美観地区等

岡山空港

※ＪＴＢツアーより平成23年8月現在の三大都市圏＋九州発から
中国地方を催行するツアーを対象として集計。

※帰路でブロック外の空港、駅利用のツアーも含む。
※中国地方をスタートするツアーを集計。
※線の太さは、ツアーで組まれている周遊コース数の多さを表す。

浜田
しまね海洋館
アクアス等

○中国地方は、３つの世界遺産をはじめとし、数多くの観光地を有している。
○しかしながら、観光地が中国地方全体に点在しているため、周遊観光が困難となっており、そのポテ

ンシャルを活かしきれていない状況。

１．中国地方

⑦観光連携

▼高規格幹線道路

供用区間

事業中区間

未事業区間

凡 例

：観光ツアーにおける周遊エリア

仁摩サンド
ミュージアム
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10.9%

13.4%

27.9%

6.1%

25.5%

23.1%

13.8%

27.9%

27.5%

23.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

高速道路が直結（近接）していること

新規立地場所から他の事業拠点や

取引先への物流時間が短いこと

物流コストが安いこと

空港や港湾に隣接していること

関連企業と近接していること

土地が安いこと

十分な用地面積が確保できること

行政の支援が十分であること

労働力が確保できること

その他

現在、検討

している

1%

今後、可能

性は出てく

ると思う

17%

その可能

性は全く無

いと思う

82%

約２割の事業所
が進出意向の可
能性を示す

▼姫路鳥取線整備後の鳥取への進出意向

※資料／鳥取河川国道事務所調べ
（H18,H19 県外事業所調査）

▼新たな地域に進出する場合に重視する条件

県外企業の鳥取東部地域への進出意向＆条件は？

交通条件では
物流コストの安
さを重視

Ｎ＝１４７

Ｎ＝２４７

太田工業団地

山上工業団地

新津ノ井工業団地

（仮称）若葉台北工業団地

布袋工業団地

智頭テクノパーク

■ 鳥取県東部（姫路鳥取線沿線）の
主な誘致企業位置図（H14-21）

：新規進出企業
：工業団地等

H22年3月
開通区間

H21年3月
開通区間

H20年3月
開通区間

H22年3月
開通区間

高浜工業団地

※所要時間はH17センサス混雑時旅行速度により算出。
ただし、姫路鳥取線の速度はV=70km/hとして算出。

▼鳥取市～神戸市の所要時間

神

戸

市

神

戸

市

約30分短縮

約40分短縮

未開通 約３時間２０分

開通後（H21年度末） ２時間５０分

全線開通後 約２時間４０分

鳥

取

市

鳥

取

市

単独進出企業：誘致企業以外の新規企業進出及び工場増設を行った企業数

誘致企業 ：行政が誘致した企業数

資料／鳥取県商工労働部、鳥取市産業振興課の提供資料により鳥取河川国道事務所まとめ

（件）
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H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 （年度）

単独進出企業

誘致企業

姫路鳥取線
開通に向けて増加

▼鳥取県東部の企業進出状況（累積）

※Ｈ１４年度からの積み上げ
鳥取市

鳥取県

中国横断自動車道
姫路鳥取線

１．中国地方

⑧道路整備効果（企業進出の活発化）

○鳥取県東部では、平成22年3月28日に開通した中国横断道姫路鳥取線や山陰道の整備を見据え、企
業の進出が活発化。

○Ｈ１４～Ｈ２１の８年間に進出した企業は延べ７３社、新たに約１，２００人の雇用を創出。
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○島根県は高速道路整備の遅れから、県庁まで多大な所要時間を要する都市を抱えている。
○特に島根県益田市は、島根県庁まで約３時間４０分を要し、全国の中で最も時間を要す。

【都道府県別にみた最遠都市から県庁所在地までの所要時間】

※所要時間はNITASを活用して算出
※速度は混雑時旅行速度
※北海道は対象外とした

・・
・

島根県益田市が
最も遠く、

最も近い香川県
の約４倍も要する

２．山陰地域

①県庁所在地までが遠い島根県

▼高規格幹線道路

供用区間

事業中区間

未事業区間

凡 例
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鳥取港
境港

浜田港

三隅港

宇部港

小野田港

下関港
三田尻中関港 徳山下松港

国際コンテナ通行支障区間

現在は、国際コンテナの通行に支障が
あるため、コンテナに入れずに一旦複
数のトラックで下関港まで運んだ後に、
コンテナに積替えて輸出。
国際コンテナへの積替えで時間ロスや
作業費が発生！

現況

＜複数のトラックに分けて運搬＞＜複数のトラックに分けて運搬＞

積み替え作業に1～2時間の
ロス・作業費が発生！

将来は、直接、工場から国際コン
テナに積み込み、山陰道を利用
して下関港まで行き、そのまま積
み替え無しで輸出したい。

将来：山陰道整備

＜国際コンテナで直接運搬＞＜国際コンテナで直接運搬＞

○山陰地方を縦断する唯一の幹線道路である国道９号では、国際コンテナ通行支障区間が存在する
など、広域的な物流ネットワークが確立されていない状況。

：特定重要港湾

：重要港湾

国際コンテナ通行支障区間
（空間高不足）

２．山陰地域

②国際標準コンテナの通行支障

韓国・中国へ韓国・中国へ

韓国へ韓国へ

韓国・中国へ韓国・中国へ

国際ｺﾝﾃﾅ通行支障ﾄﾝﾈﾙ

国際コンテナ
通行支障区間
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境港 鳥取港

三隅港

浜田港

小野田港
宇部港

三田尻
中関港

徳山下松港
（特定）

岩国港

広島港
（特定）

呉港

尾道糸崎港

福山港
水島港
（特定）

宇野港

岡山港

島根県

下関港
（特定）

鳥取県

岡山県

山口県

広島県

▼高規格幹線道路

▼地域高規格道路

直轄国道

補助国道

凡　　例

供用区間

事業中区間

未事業区間

供用区間

事業中区間

未事業区間

▼国道

事前通行規制区間

津波浸水想定箇所

国道の脆弱性

×

平成21・22年豪雨
（山口県全域）

昭和58年7月豪雨
（島根県西部・広島県）

昭和47年7月豪雨
（島根県東部）

（水没した松江駅周辺）

（水没した浜田市三隅町）

（土砂流出が発生した阿武町木与）

写真／島根の治水・砂防事業の当面の進め方」より／島
根県

写真／島根県ホームページより

２．山陰地域

③激甚災害が多い山陰地方

○山陰地方は、日本海沿岸から中国山地までの距離が短く比較的急峻な地形が多いため、過去にも豪雨
による激甚災害が発生している。
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中
国
横
断
自
動
車
道

（
尾
道
松
江
線
）

中
国
横
断
自
動
車
道

（
姫
路
鳥
取
線
）

山陰自動車道

中国自動車道

山陽自動車道

車道 岡山市
広島市

松江市

鳥取市

山口市

：自然災害による全面通行止め箇所

：交通事故による全面通行止め箇所（H21年度）

【交通事故事例】

迂回路
2.0倍

迂回路
2.7倍

迂回路
2.2倍

○国道９号，１９１号では，過去3年間*で153回（年平均51回）全面通行止めが発生。
○全面通行止めが発生した場合，約2倍～3倍の時間を要する迂回が必要となる。

迂回路
1.7倍

【自然災害事例】

迂回路
1.5倍

萩市

倉吉市

米子市

出雲市

大田市

浜田市

益田市

江津市

長門市

：代表迂回路

*過去3年間（ H19 ，20，21年度）の実績
*迂回路に記載している数字は所要時間ベース
*道路網図は平成23年10月1日時点

２．山陰地域

④脆弱な山陰地方の幹線道路

至 松江

至 大田

松江方面への渋滞状況

至 松江

２

トラック

タンクローリー

4t車

トレーラー鳥取市気高町出雲市多伎町 太田市朝山町
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２．山陰地域

⑤山陰地方の広域救急搬送の状況

益田医師会病院

益田赤十字病院

浜田医療センター

済生会
江津総合病院

大田市立病院

島根大学
医学部付属病院

出雲圏

松江圏

雲南圏

大田圏

浜田圏

益田圏

西部地域 東部地域

鳥取県立厚生病院

三朝温泉病院

鳥取県立中央病院

広域搬送

第２次医療施設

第３次医療施設

○鳥取県中部地域には第３次医療施設がなく、鳥取市、米子市などに重症患者が搬送されている。
○島根県西部では、医師数は減少を続けており、第３次医療施設のある出雲方面への広域救急搬送が年々増加してい

る。

広域搬送

《島根県西部》 《島根県東部》

1333 1398 1456 1434

0

250

500

750

1000

1250

1500

H14 H16 H18 H20

医
師

数
（
人

）

約8%増474 456 445 443

0

100

200

300

400

500

600

H14 H16 H18 H20

医
師

数
（
人

）

約7%減

▼島根県西部から出雲市内の第３次医療施
設への搬送件数の推移

14 14 16
36 29

54

82
52

88

241

261
207

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

H19 H20 H21

搬
送

件
数

（
件

）
益田消防管内 浜田消防管内 江津消防管内 大田消防管内

※資料 大田消防管内・・・大田市消防本部

江津消防管内・・・江津邑智消防組合
浜田消防管内・・・浜田市消防本部、浜田医療センター
益田消防管内・・・益田広域消防本部、益田赤十字病院、益田医師会病院

399
356339

出典：「医師・歯科医師・薬剤師調査」（厚生労働省大臣官房統計情報部）

中部地域

凡 例
高規格幹線道路

供用区間
事業中区間
未事業区間

地域高規格道路
供用区間
事業中区間
未事業区間

島根県立中央病院
鳥取大学医学部
附属病院

H21

399
件/年

H21
33件/年

H21
16件/年
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島根県

山口県

広島県

岡山県

鳥取県

広島空港

米子空港

鳥取空港出雲空港

萩・石見空港

山口宇部空港

下関

美祢

長門
萩

山口

津和野

岩国

廿日市

広島

呉

尾道

出雲

松江

安来

境港

大山

真庭

倉吉 鳥取

岡山

倉敷

福山

秋芳洞等
湯田温泉等

青梅島等
松陰神社等

津和野散策等

赤間神宮等

錦帯橋等

出雲大社等

呉・大和
ミュージアム等

厳島神社等
（世界遺産）

原爆ドーム等
（世界遺産）

千光寺等 鞆の浦等

玉造温泉等

足立美術館等

水木しげるロード等

大山温泉等
はわい温泉等 鳥取砂丘等

蒜山高原等

後楽園等

倉敷美観地区等

岡山空港

浜田
しまね海洋館
アクアス等

○三大都市圏発の主な観光ツアーとして組まれている山陰のコースは、島根県東部止まり
東西移動に時間がかかるため、県央部まで周遊するツアーは組みづらい

○高速道路整備でツアーメニューの多様化、広域周遊化、更に滞在時間の増大が期待される

三大都市圏及び九州地方発の主な周遊観光ツアー状況

中国地方へのツアーの
約４割が、広島～萩周辺
を周遊

中国地方へのツアーの
約３割が、出雲～鳥取周辺
を周遊

移動時間が多くなり、
ツアーが組みづらいエリア

東西の移動にあまりにも時間がか
かったため、商品開発を断念した。
（JTB 大阪中央支店)

東西軸を使い、出雲から浜田まで
行くというツアーは考えにくい。
（JTB 松江支店)

資料：H17道路交通センサス （山陰道整備後はV=70km/hとして算出）

＜山陰道整備の短縮時間効果＞＜山陰道整備の短縮時間効果＞

津
和
野

太
鼓
谷
稲
成
神
社

１５５分

３５分
短縮１２０分

石
見
銀
山

出
雲
大
社

７０分

１５分
短縮５５分

整備前

整備後

整備前

整備後

石
見
銀
山

２．山陰地域

⑥観光連携

※ＪＴＢツアーより平成23年8月現在の三大都市圏＋九州発から
中国地方を催行するツアーを対象として集計。

※帰路でブロック外の空港、駅利用のツアーも含む。
※中国地方をスタートするツアーを集計。
※線の太さは、ツアーで組まれている周遊コース数の多さを表す。

仁摩サンド
ミュージアム

▼高規格幹線道路

供用区間

事業中区間

未事業区間

凡 例



15

ミッシングリンクが残る主な区間

東海・東南海・南海地震時に想定されている津波影響範囲
（平成15年12月中央防災会議「東南海、南海地震に関する報告」）

■ 東海・東南海・南海地震時に想定される津波影響範囲には、浸水が想定される国道や高速道路のミッシングリンクが多数存在

総延長
(km)

供用延長
(km)

進捗率
(%)

高規格幹線道路 約14,000 9,855 70

H23.4.1現在

東海、東南海、南海地震の津波影響範囲と高速道路のミッシングリンク

18721872 M7.1M7.1
浜田地震浜田地震

20002000 M7.3M7.3
鳥取県西部地震鳥取県西部地震

880880 M7.0M7.0
出雲地域出雲地域

19431943 M7.2M7.2
鳥取地震鳥取地震

山陰地域における主な被害地震

西暦（和暦） 地域（名称） M 県内の主な被害

880.11.23
（元慶4）

出雲 7.0 神社、仏閣、家屋転倒す。

1872.3.14
（明治5）

（浜田地震） 7.1
死者551人、負傷者582人、家屋全壊4,506棟、同焼失230棟。
海岸で海水の変動あり。

1943.9.10
（昭和18）

（鳥取地震） 7.2
鳥取を中心に被害が大きく、死者1,083人、負傷者3,259人、
家屋全壊7,485棟。

2000.10.6
（平成12）

（平成12年（2000年）鳥取県
　西部地震）

7.3 負傷者141人、住家全壊394棟。

※地震調査研究推進本部「地震活動の特徴」より抜粋
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災害面の再点検（案）について

※代替路 ：最短時間経路と重複せず脆弱性がない次点速達経路

（通行止め実績等の高速道路の脆弱性については別途検討）

（２）既往の災害 都市間市町村の激甚災害指定実績 （昭和44年～平成22年）

「東日本大震災を踏まえた緊急提言」を受け、現行の高速道路網計画について、災害面からの点検を実施。

東海・東南海・南海地震、首都直下地震による被害が想定される

関東地方以西（関東、中部、近畿、中国、四国、九州）の高速道路

網計画を先行して点検。

現行の高速道路ネットワークに沿う主要都市間

２．耐災害性

（１）直達する高速道路整備 都市間を直達する高速道路の整備状況

（２）国道の脆弱性 並行国道の津波浸水想定区間、事前通行規制区間の有無

１．到達困難性（都市間の速達性）

３．多重性 迂回率 ＝ 代替路※の所要時間／最短所要時間

（参考１） 事業の状況 都市間に関連する高速道路の事業の状況

（参考2） 災害危険性

（１）東海地震等による津波・強震想定 東海・東南海・南海地震、首都直下地震による津波または

震度6強以上が想定されるリンク

点検地域

「東日本大震災を踏まえた緊急提言」（抜粋）

東日本大震災の被災地の早期復旧.復興とともに、今後の首都直下

地震、東海・東南海・南海地震などの大震災が想定される地域の安

全を確保するため、速やかに以下の対策を講ずることが必要である。

（３） 戦略的かつ効果的なネットワーク強化が必要

今後の高速道路ネットワークについては、以下の視点で重点化し、

戦略的かつ効果的に強化していく必要がある。

［幹線道路ネットワークの弱点解消］

○広域的な幹線道路ネットワークについては、地域の孤立化や多

重性の欠如など災害面からの弱点を再点検し、その克服に向けて、

ミッシングリンクの解消や隘路区間の改良など効果的な手法を選択

し、緊急性の高い箇所から重点的に強化を行う必要がある。

［大震災が想定される地域等の再点検］

○首都直下地震、東海・東南海・南海地震などの大震災が想定さ

れる地域を中心に、現在調査中の事業を含め、災害面からの弱点

の再点検と、必要な箇所の選択的かつ重点的な強化が必要である。

なお、「くしの歯」の「歯」も「歯の根本となる部分」もない地域も存在

していることに十分留意する必要がある。

「東日本大震災を踏まえた緊急提言」（抜粋）

東日本大震災の被災地の早期復旧.復興とともに、今後の首都直下

地震、東海・東南海・南海地震などの大震災が想定される地域の安

全を確保するため、速やかに以下の対策を講ずることが必要である。

（３） 戦略的かつ効果的なネットワーク強化が必要

今後の高速道路ネットワークについては、以下の視点で重点化し、

戦略的かつ効果的に強化していく必要がある。

［幹線道路ネットワークの弱点解消］

○広域的な幹線道路ネットワークについては、地域の孤立化や多

重性の欠如など災害面からの弱点を再点検し、その克服に向けて、

ミッシングリンクの解消や隘路区間の改良など効果的な手法を選択

し、緊急性の高い箇所から重点的に強化を行う必要がある。

［大震災が想定される地域等の再点検］

○首都直下地震、東海・東南海・南海地震などの大震災が想定さ

れる地域を中心に、現在調査中の事業を含め、災害面からの弱点

の再点検と、必要な箇所の選択的かつ重点的な強化が必要である。

なお、「くしの歯」の「歯」も「歯の根本となる部分」もない地域も存在

していることに十分留意する必要がある。

（３）国土の脆弱リンク 阪神淡路大震災後のリスク分析において、交通の寸断による被害が同震災時

を上回ると想定されたリンク（駿河、関門、京浜、関ヶ原）（欄外★表記）

「交通システムの信頼性向上に関する調査」（1996国土庁）

点検対象

『都市間が到達しやすいか？』

最短道路距離

最短所要時間

県庁所在地
（Ａ市）

拠点都市
（Ｂ市）

表定速度 ＝
最短道路距離 （一番短いルートの距離）

最短所要時間 （最速ルートの所要時間）

『経路が災害に強いか?』

『代替路はあるか？』

点検項目

高速道路ネットワークの点検結果 平成23年8月22日 第9回 高速道路のあり方
検討有識者委員会資料-4より
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★

境港 鳥取港

三隅港

浜田港

下関港
（特定） 小野田港

宇部港
三田尻
中関港

徳山下松港
（特定）

岩国港

広島港
（特定）

呉港

尾道糸崎港

福山港
水島港
（特定）

宇野港

岡山港

萩

①

下関

北九州 宇部 周南

山口

広島

呉

松山

東広島

三次

福山

岡山

高松

津山

鳥取

姫路

神戸

米子
松江

出雲

浜田

②
③

④⑤

⑥⑦

⑧⑨
⑩

⑪
⑫

⑬⑭
⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

益田

⑳
2222

21

2424

2323

25252626

2727

近畿⑥

豊岡

▼高規格幹線道路

▼地域高規格道路

直轄国道

補助国道

凡　　例

供用区間

事業中区間

未事業区間

供用区間

事業中区間

未事業区間

▼国道

表定速度

： 60km/h 以上

： 40 ～ 60km/h

： 40km/h 以下

災害面の再点検（案） 中国地方

事前通行規制区間

津波浸水想定箇所

国道の脆弱性

×

点検対象区間

再点検の対象

事前通行規制区間

津波浸水想定箇所

国道の脆弱性

×

点検対象区間

再点検の対象

★：阪神淡路大震災後のリスク分析において、
交通の寸断による被害が同震災時を上回ると想定されたリンク

概略
延長
（㎞）

表定速度
（㎞/h）

所要時間
最短経路

津波
浸水区間

事前通行
規制区間

代替路
津波
想定

強震
想定

豪雨
等

地滑り 地震 火山
融雪
等

1 姫路-岡山 80 61.1 山陽道 ○ ● ●

2 岡山-福山 60 57.8 山陽道 ○ ● ●

3 福山-広島 100 70.6 山陽道 ○ ● ●

4 広島-周南 80 71.6 山陽道 ○ ● ●

5 周南-山口 50 55.4 山陽道 ○ ● ●

6 山口-宇部 40 45.9 山陽道 ○ ● ●

7 宇部-下関 50 52.9
山陽道
中国道

○ ● ●

8 神戸-津山 150 75.6
山陽道
中国道 ○ ● ●

9 津山-三次 140 82.0 中国道 ○ ●

10 三次-広島 70 53.1 中国道 ○ ● ●

11 広島-山口 130 75.4 山陽道 ○ ● ●

12 山口-北九州 90 56.9 中国道 ○ ● ●

鳥取-青谷 事業中

はわい-大栄東伯 -

赤碕中山-名和 事業中

14 米子-松江 30 76.6 山陰道 ○ ● ●

15 松江－出雲 30 48.6 山陰道 ○ ●

出雲-湖陵 事業中

湖陵-多伎 -

多伎-大田 事業中

大田-静間 -

静間-福光 事業中

福光-江津 -

熱田-三隅 事業中

三隅-遠田 -

18 益田-萩 60 55.2 R191 × ●
R191

中国道
小郡萩道

3.1 山陰道 須子-萩 - ●

萩-明石 事業中

三隅-長門 -

長門-小原 事業中

小原-小月 -

播磨新宮-山崎 事業中

大原～西粟倉 事業中

21 高松-岡山 70 59.2 瀬戸中央道 ○ ● ●

22 岡山-米子 150 66.4
岡山道
米子道

○ ● ●

23 松山-福山 120 57.4
R317

西瀬戸道
△

（約9割）
松山道

瀬戸中央道
1.3 今治小松道 今治朝倉-今治 事業中 ● ●

24 福山-松江 170 55.6

山陽道
岡山道
中国道
米子道
山陰道
（迂回）

△
（約4割） ●

尾道道
R432
R314

松江道

1.1
尾道道
松江道

世羅-三刀屋木次 事業中 ● ●

25 呉-東広島 30 42.2
広呉道
山陽道
（迂回）

△
（約4割）

R375 1.3 東広島呉道 阿賀-馬木 事業中 ● ●

26 呉-広島 20 46.9 広呉道 ○ ● ●

27 広島-浜田 100 69.5 浜田道 ○ ● ● ●

●●

災害危険性

東海地震等に
よる

既往の災害

●

●

△
（約3割）

●

●

●

山陰道

山陰道

△
（約5割）

R9

●19
R490

中国道
萩-下関 90 68.0

△
（約2割）

△
（約1割）17 浜田-益田 49.1

R191
R316
R2

40 R9

直達する
高速道路

整備

国道の脆弱性
（高速道路未整備区間）

事業の状況

状況

多重性

迂回率
（代替路所要時間倍率）

事業箇所名路線名

耐災害性

番号

13

16 90出雲-浜田

点検対象
都市間

鳥取-米子 90

R9

到達困難性
（都市間の速達性）

47.7

48.7

1.6

1.8

1.9

山陰道

鳥取道
R53

中国道
米子道

R186
県道307

R191

R314
R432

中国道
浜田道

1.4

山陰道

20 姫路-鳥取 110 61.8
中国道
鳥取道

△
（約8割）

R2
R373
R429
R53

播磨道
鳥取道

●1.7 ●

精査中

高速道路ネットワークの点検結果 平成23年8月22日 第9回 高速道路のあり方
検討有識者委員会資料-4より
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高速道路のミッシングリンク区間の事業実施環境（都市計画の状況）

三隅～遠田

大田～静間

湖陵～多伎

■ 中国地方で計画している高規格幹線道路の内、都市計画決定等の事業実施環境が整っている区間は、「湖陵～多伎」、

「大田～静間」、「三隅～遠田」の3区間。

：未事業区間
（都市計画決定済）

一般部供用中

一般部供用中

：事業中区間

：未事業区間

：供 用 区 間
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